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１ 研究の背景 

  日向市は、各小中学校に校務支援システムを配備し、校務の情報化を推進してきている。通知表や要録等

の成績処理や児童の見届けを校内の職員で行うことができ、大変効率化が進んでいる。さらに、本校には、

タブレットＰＣ（Windows）が３４台コンピュータ室に配備されている。各学年１学級（最大２９名）の本

校では、１学級ずつ活用することができるような状況にある。しかし、タブレットＰＣの活用は進んでいな

いのが現状である。その理由として、大きく２つの点が挙げられる。１点目は、ネットワーク環境に関する

課題である。コンピュータ室以外の他教室で活用したり、校庭等で活用したりする際に、ネットワークの接

続が切れてしまい、撮影したり、記録したりした学習内容を保存できないことがしばしばあった。これは、

タブレットＰＣとサーバーを結ぶためのアクセスポイントが不足していることが大きな要因である。２点目

は、タブレットＰＣを活用した学習の在り方に関する課題である。これまで算数科や理科において、タブレ

ットＰＣを活用した授業を推進してきているが、他の教科・領域における指導方法や教材の活用は未だ図れ

ていない状況にある。タブレットＰＣの利点や効果的な活用方法について、教職員がノウハウを持っていな

かったり、慣れていなかったりという状況が原因となっているようである。 

  本校の児童は、積極的に発表したり、成果物を意欲的にまとめたりする児童が多い。タブレットＰＣを活

用することで、集中して取り組みながら仲間と対話したり、学習問題に向かって探究したりする姿が見られ、

本校の児童にとって学習効果の高いツールであると考えられる。しかしながら、教科の目標に到達できずに

学習内容の定着が図れなかったり、児童の情報活用スキルに差があったりする等、主体的・対話的で深い学

びには達していないという課題がある。 

  そこで、タブレットＰＣの利点を生かし、どの児童も学習問題に主体的に挑み、仲間と対話しながら学習

内容を確実につかみ、新たな発見等の深い学びへとつなげる力を育成することで、児童の課題に即した教育

が実現できると考えた。 

 

２ 研究の目的 

  今回の研究では、校内のネットワーク環境を整備し、児童が未来に生きるスキルを身に付けるために教

職員の指導方法の開発を行っていくこととする。 

  未来に生きるスキルとは、ここでは児童がタブレットＰＣを活用し、自分なりに課題を探したり、答え

を見つけ、まとめ、比較したり、さらには他者へ働きかけたり、表現したりすることを指している。学習
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を展開していく中で、児童がそれらのスキルを主体的に身に付けていく指導方法の在り方を、キーワード

にまとめたものが「挑む・つかむ・つなげる」である。さらに、重要になってくるのが、今後の社会で生

きるスキルとなるプログラミング的思考である。これは、論理的思考や問題解決的な能力を育成するため

に必要な思考である。本校児童の実態を考慮すると、プログラミング教育を推進することで、より一層育

成されると考えた。 

  これらの研究を行うことで、児童が未来に生かすことができるスキルを身に付け、自ら学ぼうとするこ

とができるようにしていきたいと考え、研究を進めてきた。 

   【研究理論全体構想図】 

未来に生きるスキルを活用し、主体的・対話的で深く学ぶ児童の育成 

～ タブレットＰＣで挑む・つかむ・つなげる力を付ける指導方法の開発 ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 研究の経過 

月 取り組み内容 評価のための記録等 

４月 研究計画・プログラミング教材等購入計画  

５月 
ＩＣＴ・プログラミング教育に関する理論研修 

第１回児童・教職員アンケート 

理論研究資料 

アンケート結果 

６月 
ネットワーク環境整備 

タブレットを使用した授業実践（３・４年、特別支援学級） 

 

実践記録 

７月 ＩＣＴ・プログラミング教育研修（理論研究）  

８月 ＩＣＴ・プログラミング教育体験研修会、他校区研修への協力 理論研究資料 

９月 プログラミング教育実践計画の検討  

10 月 タブレットを使用した授業実践（５・６年、理科、特別支援学級）  

11 月 タブレットを使用した授業実践（１・２年、５・６年）  

12 月 プログラミング教育の実践（５・６年）、第２回教職員アンケート アンケート結果 

３月 プログラミング教育の総括、再開発、実践（５・６年）、研究のまとめ  

児童に学習への必要感

をもたせる 

「挑む」児童 

児童に自ら発見・解決

させる 

「つかむ」児童 

児童に「もっとやりた

い！」を培う 

「つなげる」児童 

「わかったことを 

友達に伝えよう」 

「これはもっと多くの人に 

知ってもらいたいな」 

「もっと調べたい」 

 

「なるほど、そうだったのか」 

「調べてみて初めて分かった」 

「これは予想通りだった！ 

さすが！」 

 

「この問題、どうやったら 

解けるのだろう？」 

「知っているのと違う」 

「ああ、それなら簡単だ」 

 

タブレットを活用した主体的・対話的で深く学ぶ授業改善 

教材を活用したプログラミング教育の授業実践 

ネットワーク環境の整備 プログラミング教材の整備 
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４ 代表的な実践 

（１）ＩＣＴ・プログラミング教育の理論研究 

  タブレットＰＣを活用できる環境を整備するとともに、教師に探究的な学習やプログラミング教育

に関する理論研究や活用方法についての支援を行う必要があった。そこで、今年度の最初に、研究理

論全体構想図を基に職員研修を行った。その際、「挑む・つかむ・つなげる」の３つの段階を意識した

指導に関する理論研修を５月の段階で実施した。 

さらに、夏季休業中の研修においては、各教科（主に、総合的な学習の時間・生活科）やキャリア

教育を基に探究的な学習を行う中で、ＩＣＴの活用方法や手立てを明記した年間指導計画の作成を図

った。教職員が児童の思考の流れと探究的な学習過程を実施しやすいように提示した。 

 

（２）ＩＣＴに関する環境整備について 

本校はタブレットＰＣを各教室で常時使用できる環境が未整備であった。そこで、資材・教材購入の

ため、本年度の助成を活用させていただいた。助成をもとに、各教室のアクセスポイント設置、プログ

ラミング教材の整備を進めることができた。公的整備を待つのではなく、自助努力によってＩＣＴ環境

を整備していくよう各自治体・各学校が求められている中本助成は大変有効であった。 

 

（３）タブレットを使用した授業実践 

 ア 第４学年「挑む」児童に関する実践 

    「ＮＨＫ ｆｏｒ Ｓｃｈｏｏｌ」の道徳の番

組 を活用した実践である。特別支援学級で道徳

を行う際に、手元にタブレットＰＣを置いて視聴

した。児童は、集中して興味をもって番組を見る

ことができた。  

視聴覚教材は児童が選択肢を操作し、それに対

する反応が現れるため、集中して取り組めた。授

業実践以降も継続して活用し、問題場面を捉える

のに効果的であり、今後も繰り返し活用してい

く。また活用する際に、児童への定着や心情の変

容を検証していく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【写真１ ＮＨＫ ｆｏｒ Ｓｃｈｏｏｌを視聴する児童】  
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イ 第１学年「挑む」「つかむ」児童に関する実践 

特別支援学級の児童に関する実践で、ひらがな

の書きについての指導を行った。その際、ジャスト

スマイルに付属しているアプリを活用し、ひらが

なのなぞり書きの練習を行った。ノートに書くよ

りもタブレットＰＣを活用する方が集中して取り

組むことができ、最後まで粘り強く取り組むこと

ができた。視覚優位の児童にとっては、タブレット

ＰＣを活用することでより集中を持続させること

につながることが分かった。その効果を生かして、

算数科において右の写真のような実践を行った。

これは、児童が数のまとまりを把握することに課題があるため、タブレットＰＣとおはじきの数が描かれ

た数図カードを併用する方法である。タブレットＰＣにある問題に答える際に、カードを参考にしながら

学習を行うことで、問題に自ら挑み、内容をつかむことができた。 

ウ 第４学年「つなげる」児童に関する実践 

  図画工作「コロコロガーレ」における実践である。工作でビー玉を転がす迷路を、立体的に作成した。児

童は、自分が工夫したポイントをタブレットで撮影し、その後大型テレビに投影した。大型テレビで自分の

工夫したポイントを説明することができた。 

タブレットＰＣを活用したことで、児童が各々で鑑賞するよりも、鑑賞の視点を絞ることができる。その

ため、作成した児童の思いや考えを伝えやすくなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【写真４ 撮影したものを投影し、説明する様子】  【写真３ タブレットＰＣで工夫したポイントを撮影する様子】  

【写真２ 数図カードを併用した指導の様子】 
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エ 第３学年「挑む」「つかむ」「つなげる」児童に関する実践 

  情報スキルの育成のために行った指導である。タブレットＰＣを初めて使うため、起動、アプリケーシ

ョンの操作、撮影、終了の一連の活動を行った。撮

影した自分の顔写真をジャストスマイルのノートに

貼り付け、スタンプやペン等を使って編集し、プリ

ントアウトさせた。意欲的に取り組むことができ、

タブレットＰＣを活用することを児童が楽しみなが

ら取り組むことができた。 

さらに、この活動を生かして総合的な学習の時間

において、日向市発祥であるひょっとこ踊りや地域

の伝統について探究してきたことを、プレゼンテ

ーションで発表する学習を行うことができた。右

の写真は、参観日における児童の発表の様子である。児童は少しずつではあるがＩＣＴを活用するリテラ

シーを身に付けてきており、自分たちで主体的に進行することができた。また、タブレットＰＣだけでは

なく、画用紙で作ったフリップを提示しながら発表する場面もあり、アナログとデジタルを効果的に活用

できた。 

 

（３）プログラミング教育の実践 

  ア プログラミング教材の整備及び計画について 

    本校はプログラミング教育を推進する上で、レゴ

ＷｅＤｏ２．０基本セットを採用した。モーターや

センサーを動かすには、右の写真のような命令を表

すブロックをタブレットＰＣ上の専用アプリケーションで並べ、それに従ってモーターを動かすことが

できる。 

教材研究を推進するにあたって、外部講師

を招き、日向市教育委員会の共催の下、市内

教職員と共にＩＣＴ・プログラミング教育体

験研修会を開催した。その中で、「基礎的な

操作スキルを身に付けること」、「達成可能な

ゴールを与えること」がプログラミング教育

を進める上で必要な条件と捉えられた。 

イ カリキュラムの開発について 

レゴＷｅＤｏ２．０を用いて第５・６学年

で授業実践を行った。今年度はプログラミ

ング教育の開発段階であるため、カリキュ

ラム・マネジメントを行い、理科の時間に実践を行うこととした。実践を行う際に、下枠の段階で指

導計画を作成した。またこれらのプログラミング教育に関する学習も、主体的・対話的で深い学びの

プロセスに沿って児童に「挑み・つかみ・つなげる」学習過程を踏まえさせることとした。 

【写真６ アプリケーション上の命令の一例】  

【写真７ ＩＣＴ・プログラミング教育体験研修の様子】 

【写真５ プレゼンテーションを行う児童の様子】  
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①基礎的操作（挑む） ②複雑なプログラム（つかむ） ③目標達成プログラム（つなげる） 

第５学年では、基礎的操作に関する学習を次頁のような学習指導過程で行った。 

プログラムによって動く扇風機の作成を行っ

たところ、組立だけでなく、自分たちの目的に

応じたプログラムを設定しようと、仲間で協力

し、役割を分担しながら、活発に対話する姿が

多くみられた。筋道立てて、動かない問題がど

こにあるのか説明する児童や、自分の考えと仲

間の考えを比較しながら学習を進める児童も多

く現れた。 

 

 

５ 研究の成果 

教職員アンケートでは「タブレットＰＣを使った学習指導を行ったことがありますか」という設問で、１

学期２７％が、２学期８０％に向上した。効果的な活用の在り方についても「理解促進につながった」「ス

キルが身に付いて教師のアドバイスが必要なくなった」という肯定的な意見が出るようになった。また特別

支援教育に関しては、かなり効果が高いことを担任が認識することができた。そのため、教職員が日常的に

タブレットＰＣを使用して指導・支援を行うようになった。プログラミング教育の実践を行うことで、モデ

ルケースを開発することができた。主体的・対話的で深い学びへとつなげる指導を開発するためには、目的

の精選と教材の整備が大変重要であることが実践を通して理解できた。今後は校区内・校外へも波及できる

ようにしたい。 

 

６ 今後の課題・展望 

総合的な学習の時間等で探究的な学習を行う学年も多く、ＩＣＴ活用が図られた。しかし、具体的に活用

する場面や方法については今後まとめる必要がある。プログラミング教育は単元を貫く目標や社会的課題に

沿った目標を設定することで、スキル習得だけでなく、プログラミング的思考の意義をさらに理解させる必

要がある。 

 

 学習内容及び活動 指導上の留意点 

導入 
○ めあてをつかむ。 

 

 

 

展開 

○ 学習の見通しを持たせる。 

・学習の約束 

・作成の手順 

○ 組み立てた後、プログラミングの操作を行う。 

 ・組立 

 ・プログラムの設定 

○ 学習の約束として「相手の意見を否定しない」「失敗して

もＯＫ」「言葉で伝えること」を伝える。 

○ 組立の際には、専用アプリケーション上のヒントを活用し

て作成する。 

○ 自分たちが予想した動きに応じたプログラムを設定する。 

まとめ ○ 各グループの作成したプログラムを見せ合う。 ○ グループの工夫した点を確認し合う。 

【写真８ 分担して組み立てる様子】  

プログラミングでレゴを動かしてみよう。 
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７ おわりに 

  児童に身に付けたい未来に生きるスキルを意識したタブレットＰＣを活用した本研究であったが、ＩＣ

Ｔリテラシーと共に、主体的・対話的な学習を行える児童が増えてきた。さらに今後も整備された環境を

十分に生かして、授業改善及び教材開発を続けていきたいと考える。最後に、このような研究の機会を作

ってくださったパナソニック教育財団、ご指導いただいた日向市教育委員会の皆様に対し、感謝申し上げ

ます。 
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